
ことをラフィータという・・・多くの場合、ラフィークは気

心知れた同郷の者が多く・・・バットゥータはキャラバ

ン仲間の娘と結婚」（113－4頁）とそこには今日の観

光とは全く異なる景色が見える。

　またアレクサンドリアは「西のイスラーム世界（マグレ

ブ）と東のイスラーム世界（マシュリク）をわかつ」（117

頁）としている。

　本書は三十年にわたる大旅行を年代別に整理し、さら

に＜旅行記＞が成立する書誌研究にも触れている。実

をいうと私は平凡社東洋文庫・イブン・バットゥータの『大

旅行記』全八巻（家島氏完訳）を所有していたが、部分

的な拾い読みしかしていない。モルディブやスリランカが

特に印象に残っているものの、今手元にはない。マル

コ・ポーロも一時期「本当は旅していない」というデマ説

が流れた。バットゥータも「虚言」と言われ奇談が多く、

シーア派批判も含めて禁書扱いになっていた。

　訳者は「旅行記・・・マグレブ人の眼で、現実主義的な人

間らしさに富む等身大の眼から、他の世界、特にマシュリ

クその他の世界を見ていること」と高く評価している。

　なを最後に『コーラン／クルアーン』を初めて翻訳した

井筒俊彦、はじめてバットゥータを翻訳紹介した前島信

次（『千夜一夜物語』翻訳）と、三田は優れたイスラーム

学者を排出している。
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　世界の大旅行家というと三蔵法師（『西遊記』）やマル

コ・ポーロが思い浮かぶが、何と言っても何十年にもわ

たりアフリカ・アジアを広く旅したイブン・バットゥータが

挙げられる＜図表1＞。バットゥータの名前は高校生の

世界史教科書で知り、大学時代東西交渉史講義で詳

細を知った。

　「彼は常に自らの眼で観察し。体験することに無上の

歓びを感ずる遍歴の人だ」（11頁）と旅の目的を規定す

る。13・14世紀は「パクス・モンゴリカの世界と既存のイ

スラーム世界とが相互に交流を深めて、ユーラシアとア

フリカの諸地域を広く覆う国際的交通システムが成立

していた」（112頁）。同時に「中東社会に生まれたイス

ラーム教とその社会もまた、中東的移動文化の性格を

色濃く帯びており、商人・職人・知識人・巡礼者・修行

僧・遊牧民などの＜移動の民＞が中心となって・・・広

域的な情報交流と文化的コミュニケーションのネット

ワークを作り上げた」（20頁）＜図表2＞。

　

　「イスラーム王朝の対立・敵対の関係を巧みに利用

しながら国際交易に活躍したのは＜カーリミー＞と呼

ばれるイスラーム教徒の商人集団（一部にユダヤ教

徒からの改宗者も含まれる）・・・別称が＜胡椒と香料

の商人＞として知られる。・・・カーリミー商人たちの商

業ネットワークは、アリクサンドリアから・・・インド西南

海岸のカーリクートにまたがる」（58－60頁）

　「アラビア語ではキャラバン隊に同行する旅仲間の

　「旅」という言葉から人は何を思いうかべるのか。西行

法師や芭蕉翁のような漂泊の旅／創作。メッカ・エル

サレムや四国八十八番巡り／宗教的巡礼。英国貴族

のグランドツアーや修学旅行／学習。冒険漂泊からお

気楽観光まで旅は広く多彩だ。十九世紀、鉄道蒸気

船登場で旅は一変した。それまでの徒歩＋馬・駱駝＋

帆船の旅が機械による移動で『八十日間世界一周』が

実現した。二十世紀には自動車＋飛行機が登場しマ

スツーリズムが成立した。私事になるがレジャー研究で

研究員人生をスタートした私にとって「旅」は常に関心

の高いテーマだった。また観光は多くの産業連関が絡

んだ最大のサービス産業に成長している。

－ 家島彦一『イブン・バットゥータの世界大旅行』－

世界を旅する

十四世紀の世界を旅する
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